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企画展「 ドキドキわくわくビリリ展J (2) 

広島市こども文化科学館

前固に続いて、企画展のために製作した展示品を紹介

します。

製作例 2 弦のないハ プ

赤外線センサーを使った不思議なハープ (ピアノワ)

今回最も人気を得た展示であった。

図のようにタノレ木で枠を作り，上lζ発光器，下lζ受光

器をそれぞれ 8 伺仕組み，濃いスモークのアク リ ノレ板て、

カパーをして見えないようにしておく。子供が聞に手を

入れる乙とにより赤外線がさえぎられ， 音が出る仕組み

である。配線部分や部品などは一切外から見えないよう

にする。

本修治

音源ICは300円程度で入手でき る オモチ ャ ピアノの l

チップIC基板を流用した。乙の ICは 2 オクタ ー ブを

発し，音質も良くエコ ー もかかるなど充分な性能を持っ

ている。使用に際しては操作を分かり易くする ため. 1 

オクタ ブ 8 音しか使わなかっ た。 ア ン プやスピーカー

及び電源は廃物のラジカセか ら取り，木枠も廃物利用し

た。赤外線センサーはオムロン社よ り提供を受けた。

弦のないハープ

圧電スピー カ

+3V 

配線図

①オモチャピアノの基板

②ボタン電池を単 1 電池に取りかえる。
③ 2SCタイ プ ト ラ ンジス タ ー

④光電スイッチ(オムロンE3R- 5 E 4 )

基板の 1 オ ク ターブ 8 音のみを使 う。

④ 

①スモータアク リ ノレ板て、おお う 。

②アンプ

③ピアノ基板

④電源ラ インは，柱の中を通す。
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赤外線発光部 8 個

電池でも可

弦のないハープ接続図

例 3 手回し発電感電体験

-‘ 一
一戸、 ー、

名前のとおり電気を直接からだに感じてみるものo

触ると感電するような展示物はよく見かけるが，乙乙

では実際に自分で発電した電気を感じてみようというも

ので， 回しかたの加減により感電の強さが変わり， ドキ

ドキするような実感がある。

手回し発電感電体験

発電器は学校教具の手回しゼネレーター(DC2 -4 

V) をつかい，これを電源として発振器で約400H z の

矩形波を作り， ト ランジスターでヒーター ト ランスの低

圧側を駆動して約60ボノレ卜を得ている。矩形波で駆動す

るため 2 次側にはピー クで数100Vが発生し，かなり感

じるので， オシロスコープを見ながら回路図中のCを加

減して調節する。電極部分は，両手で触らないように

(念のため心臓に電流が通る乙とを避ける)片手しか入

らないカバーをつけた。部品はすべて廃棄テレビ等から

取れる物ばかりである。発振器は簡単なフリッ プフ ロッ

プ回路でよいが，乙乙では科学雑誌の付録についていた

ICオルガンと称するものを流用した。

電極(銅版)

手回 し発電感電体験回路図

DC 

IN 

(2-4V; 

下まわし

ゼ坪レー タ

例 4 不思議な音さがし

板の裏に隠 した電磁ユニッ ト f L:音声電流を流し ， 表か

ら空き缶やブ リ キのバケツを近付けると音が出始める不

思議な展示である。

不思議な音さがし・組立図(下)

~ピカ

マグネ γ ト部分\
を取りはずす l 

円1:仮
/磁塑:士二ニ二日~ 7 ÿ11 -1! 1

I '1. 0.5φ 

~~:目的ハコム系ボンドで
川しっかり固める

電磁ユニットは， スピーカーの7 グネ y トを取り外し

内部iζエナメノレ線を数10回巻き込んだ簡単なもので，乙

れを廃棄物のステレオアンプとラジカセで駆動する。

電磁ユニ y トは線を巻いた後，コム系のボンドでよく

固めておかないと，乙乙から微音が発生して効果が半減

する。子供たちは空き缶やプラコ y プを近付けたり，直

接耳をあててみたりしながら考え込んでいた。

ー 2-
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{�IJ 5 トムソンリンク

乙存じの電舷力の実験装道であるが，乙れもほとんど

廃物利用で製作した。

水道用塩化ビ ニー ノレピイプの中に針金を切って束にし

たものを詰め，下部にエナメノレ線でコイノレを巻く。乙れ

にAC100Vを加えればよいわけだが，簡単なタイ 7 ー

ト ムソンリン

で数秒間だけ通電するように工夫した。リングはアノレミ

パイプを切断して作ったものや、ンユースのアノレミ缶を切っ

て作ったものなと数種類用意し，子供たちが自由に取り

替えて試せるようにした。なかにリンクが切れているも

のも置いておくと面白い。

前号であげたような展示品を，約30点製作した。それ

ぞれヒン ト となった展示やアイデアは，全科協の加盟館

で得たものもある。

主要な材料をほとんど廃物利用したため，材料購入費

は，各展示品について1000円-2000円程度である。

廃品の入手先は，市の組大ゴミ処理場，メーカーの不要

品，学校等の廃棄物，選挙ポスター掲示板の廃材，商店

卜 ムソン リ ング回路図
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針金の東

水道用 60 mmφ 

塩ピバイプ

ζ の仮から下は

箱の中 iζ 入り

外から見えない

等のショーケースの不要品をはじめ，当館の廃棄展示品

からの取りはずしなどであった。また，地元の関連企業

等からの材料提供も受けた。

今回，全科協ニュースの紙面をかりで，当館の企画展

の展示製作について， 恥をかえ りみず，まだまだ未熟な

実践の内容を紹介させていただきました。

過去にこの紙面で取りあげられていなかったユニーク

なものを中心l乙製作例の一部を，図と写真で紹介しま

した。同様な取り組みをされている会員各館園の皆様の

乙意見をいただければ幸いFす。

広島乙ども文化科学館の製作した展示品の リ ストは，

前号に掲載しであります。展示品名からだけでは，内容

がわかりにくいものについては，ぜひ直接お問い合わせ

ください。

〒730 広島市中区基町 5 -83 

広島市乙ども文化科学館

電話 082 -222 -5346 

全科協では，各館で製作された展示品を全科協ニュー

スで紹介しています。将来日本のクックブックを作成で

きればという声も聞いています。

自館・ 他館の展示の中で，乙の紙面で紹介すると良い

ものを，事務局宛Kお知らせください。
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全科協欧州科学系1等物館視察研修報告(2)

博物館とエレク卜口ニクス

全科協の企画したヨーロッバ科学系博物館視察研修に

参加させていただき，イギリス，フランス，西ドイツの

博物館等を見学する機会を得た。研修にあたっては団長

を務められた国立科学博物館の藤村次長をはじめ， メン

ノてーおよび事務局の皆様にたいへんお世話になり ， 紙面

をお借りしてお礼申し上げる次第です。

さて，ヨーロッパの博物館については既に多くの方が

詳細に報告されておりますので， 少し視点を変え， 博物

館におけるエレク ト ロニクスの利用状況について報告し

ます。

まず，展示ツーノレとしてエレク 卜ロ ニクスを利用する

ととはヨーロッパも盛んで，ほとんどの博物館の新たに

改装された展示にはパソコンやビデオディスクなどが採

用されている。これは，標本やパネノレを陳列した展示だ

けでは理解を得る ζ とが難しい分野でもエレクトロ ニク

スの特性を生かして解説ができるからである。

すなわち，科学などの分野について，その原理やしく

みを連続的に解説して見せたり，空間や時聞を拡大 ・ 縮

小する乙とKより通常では見れない瞬間的な動きや，長

時間かかる動作を適当なl待聞にして見せる ζ とができる

からである。今まで長時間をかけ，しかも工夫iζ工夫をか

さねて作成していた展示模型に代わって採用されており，

俵近の立体映像 (3D決像)や>CG (Computer Graphics) 

技術を使えばさらに高度な表現ができる。

大英博物館(自然史)では，新たに改装した人間生物学

(Human Biology) ， 種の起源 (Origin of Species), 

U静際問視 CDiscovering mammals) の展示iζパソコン

やビデオディスクを備えたブースが多数設置され，ゲー

ム方式で生物の自然、淘太について解説するなど，ふんだ

んにエレク 卜 ロ ニクス技術が採用されていた。

パソコンを使用しゲーム方式で解説
【大英博物館(自然史) 】
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電気通信科学館 立田耐ニ

フランスの発明宮には， 一度lL10-15人で参加するCAI

(Computer Aided lnstruction) のブースが設置さオνマ

ソコンとビデオディスクをを使用 した解説プログラムが

参加者の理解lC合わせてインターラクティブに進行する

ようになっていた。

乙のようにパ、ノコンやビデオディスクを使用して原理

や しくみを解説する展示は日本の科学系の博物館でも珍

しい乙とではないが， 長い間， 貴重な標本と豊富な収蔵

物の展示を誇ってきた ヨーロ yパの博物館もエレク卜ロ

ニクスの進展により大きく様変わりをしてきてい る。

次lC ， 情報案内(館内の案内，イ ベン 卜情報など)の

ツールとしてのエレク 卜ロ ニクスの利用状況は各博物館

によって大きな差があった。

ほとんと'の博物館が従来のポスター . バンフ レ ッ 卜，

看板などを情報案内のツーノレとして使用しているなかで

フランスの発明宮， ラ ・ ヴィ レッ 卜 ではフランス全土lC

260万台以上配布されてい ると いう ビデオテックス端末

CMinitel)を使用し館内の案内を行うとともに館外か

らも電話回線を通して情報を得る乙とができるシステム

になっている。ラ ・ ヴィレ y ト でいただいた リ ーフレッ

卜 にはビデオテックス端末からのアクセス方法も印刷さ

れていた。乙れはビデオテック ス端末の普及を国家的政

策として実施したフランスの特殊なケースかも知れない

が，日本でもビデオテックス端末による情報案内サービ

スや，現在かなり普及しているパソコンと電話回線を利

用した情報案内サービス ， 博物館相互の情報交換なども

検討されはじめている。

また， 館内の情報案内ツーノレと して，ラ ・ ヴィレット

では階上まで吹き抜けにな っている館内正面中央に超大

ヒテ'オテックス端末 (Minitel)を使った
情報案内システム 【発明宮(フランス)】
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館内情報案内システム

【 ラ ・ヴィレット (フランス) 】

型の反転式カラー掲示板が設置されており各種の案内を

行っていた。イギリスの大英博物館(本館)ではCRT

(ブラウン管)を案内板の中に埋め乙み文字による案内

を連続的iζ流していた。

イギリ スの科学博物館では案内サービスの l っと して

インフォメーション・センタ ーの前にパソコンと ビデオ

ディスクを使用したイギリス全土の地図を検索できる装

置が設計されていた。大判の本300冊分の情報がわずか

2枚のディスクに入っており瞬時iζ見たい場所を検索で

きるもので， 案内というよりも，むしろ ， 珍 しく楽しい

展示と い う乙とで人の列ができていた。

乙のように ， 情報案内のツーノレとしてエレクトロニク

スを利用する乙とはヨーロ yノ寸でも初歩的なものが始まっ

たばかりのようで，日本圏内 lとおいても各種の展示会や

イベントでは見かけられるものの博物館の常設の設備と

しての利用はほとんどない状況である。

しかしながら，頻繁に情報を更新する必要のある案内

サービスにはポスターやノfンフレ y ト等の印刷物に代わっ

て， さまざまなエ レク卜ロ ニクス・ツーノレが次第に採用

されてくるであろう。

イギリス全土を検索させる情報案内装置

【科学博物館(イギリス)】

特殊なキーボードを使った子供用のパソコ
ンゲーム 【 ラ ・ ヴィレッ卜(フランス) 】

最近日本でもパソコンや ビデオデ ィスクと い っ た新し

いエレク 卜ロ ニクス技術を展示や案内のツーノレとして採

用する博物館が増加しているが，乙れらにも，やはり使

い勝手をよくする ζ とが大切である。

キーボートーには馴れている人の多いヨーロッパでもエ レ

クトロニクスというと難しいものと決め込むアレルギー

症の人も多いらしし通常のキーボードを使わせる展示

と操作が簡単で分りやすい展示とでは利用のされ方が異

なっていた。

最新のエレク 卜ロ ニクス技術をふんだんに取り入れて

いるラ ・ヴ ィ レ y 卜には両方の展示があり利用頻度や利

用者屈を比べると面白い。通常のキーボードを使ってい

る人は じ っくりと操作してい るが， 何故か. 暗いイメー

ジK見えたのは私の考え過きーであろうか。

逆に幼児を対象lとしたギャラ リー (インベン トリ ウム)

のパソコン ・ コーナーではノfソコンの通常のキーボード

(英数字)の代わりに人，自動車， 犬などの形をしたキー

が配列されたキーボードが置いてあり子供達が楽しそう

に操作していた。

また，大英博物館(自然史)のパソコンを使用 した展

示には通常のキーボー ド を使用 したものは一台もなく ，

すべてが簡単なボタンやタッチパネノレ(画面上を手で触

れる乙とにより指示ができる)になっていたのは感心さ

せられた。

今後， ますますエレク 卜ロ ニクス技術は博物館で利用

されてくるものと恩われるが，乙ういった基本的な展示

手法には十分な検討と費用をかける ζ とが大切である。

以上，博物館の表に現われる展示や情報案内について

のみ報告 しま したが博物館の運営，企画， 資料管理，研

究などさまざまな分野で‘エレク 卜ロ ニクス技術が利用さ

れてきており常に研究，検討をしておく必要を感じたヨー

ロッパ研修で した。
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鹿児島県立博物館

lくagoshima Pre'fectural Museum 

1 施設の概要

鹿児島県立博物館の発足は昭和28年，さらにその前身

をたどれば，大正 3 年の桜島大噴火資料の収集 ・保存を

図った県立図書館郷土博物室になる。その旧博物館時代

(8. 28-55年)の石造建築物(明治1 6年建設)は.現

在，考古資料館となっている。新博物館は昭和56年 1 月，

旧県立図書館を改装オープンしたものである。

本館は自然科学館であり，ほかにプラネタリウム・化

石展示室を県文化センター 4 階K，考古資料館を別館と

してもつ。

敷地面績 2400 rrf，建物面績 1094 rrf 

展示面績 2009 rrf，保管・研究関係面績 819 rrf 

〔本館〕

l 階:オリエンテーシ ョン室(特別展の会場としても

使用)

2 階:自然総合展示室，桜島展示室，分類展示室

3 階:理工系展示室

〔プラネタリウム・ 化石展示室〕

県文化センタ -4 階:プラネタリウム，天文展示室，

恐竜化石展示室

2 展示内容

本館の 1 ・ 2 階は自然史を主と した展示場で . I鹿児

島の自然」をテー <'IC，約6000点の資料を展示している。

オ リ エンテーション室には，本県の豊富な生物相の一

端を示す天然記念物のカラーコノレトン，乙れと対象的な

普通種“路傍300種"の標本やパネノレが展示されている。

自然総合展示室は，海の生物から始まって地学コーナー

に移り，火山の国鹿児島の素顔が紹介される。そして動

植物の世界へ移り ， 県本土から屋久島，種子島，さらに

トカラ列島にある “渡瀬線"を越えて，亜熱帯の奄美諸

島の自然で終わる。

次は桜島展示室， 大きな模型を中心lζ，乙の島のすべ

恐竜化石展示室

- 6 一

〒 892 鹿児島市城山町 1 -1 

電話 0992-23 -6050 

本館正面入口

てが分かる展示資料が並ぶ。主役は大正 3 年大爆発時の

ものである。

分類展示室は ， 動物標本が分類群乙と iζ展示され，乙

乙では県外産，国外産の標本も活用 さ れてい る。

以上，自然史系の展示を通じていえる乙とは，館員lζ

よる手作りの資料が多い乙とで， 展示業者による展示を

補足する形のものも少なくなし、。

理工系展示室は「科学技術の基礎原理と将来への展望」

をテー <'K，エネノレギーと情報の 2 分野で，模型， ジオ

ラ 7等37点が展示されている。乙乙でも「科学遊びコー

ナー J I楽しい実験コ ーナー」など，手作りの展示がな

され，よく活用されている。

恐竜化石展示室で特筆すべきは，アロザウノレスとカン

プ トザウルスの実物化石 2 体で，他の北米産化石436点

と共iζ展示されている。

プラネタ リウ ムは直経10m，座席数125で，新鋭大型

機ではないが，小田わりの良さを活かして，四季のプロ

グラムを自作している。

3 教育普及活動

常勤職員1 0人(うち学芸員 7 人入非常勤職員11 人の

スタッフはほとんどが教員かその関係者である乙とから，

教育普及活動は多彩である。

自然史系の「路傍300種 lζ親しむ運動」は 4 年が経過，

今年からは「調べよう鹿児島の自然」という調査活動に

発展させた。

理工系では「身近 IC楽しむサイエンス J ， I訪ねよう科

学の世界」へと，科学サー クノレの育成をめざす。

乙のほか「科学を楽しむ少年団」育成事業も 2 年目が

終わり，今後の計画をすすめている 。

ユニークな出版物としては， I鹿児島の路傍300種」

(県本土編，離島編)があり，博物館友の会から実質領

布している。
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宮崎大学農学部農業博物館

Agricultural Museum of Faculty of Agriculture, Miyazaki University 

1 施設の慨要

鉄筋 2 階建，外装は赤褐色タイ ノレ強り。

敷地面積: 236nf， 建物床面積 : 420nf， 展示室面積 :

262 nf，視聴覚室 : 40 nf，作業収蔵室 : 38nf ， 文献同

定室: 40 nf。開館: 9 時-16時まで(ただ し， 土曜は

12時まで)。休館 :日曜・祝日 ・関学記念日・ 年末年

始。入館無料。

館の組織は館長 l 名 ・研究員 2 名 ・ 学芸員 l 名，運

営委員 8名(し、ずれも併任)，非常勤 l 名。運営は各

学科から選出された農業博物館運営委員の合議によっ

て決定される。

本館の歴史は学部の前身である宮崎高等農林学校の

創立10周年記念事業と して， 昭和10年 7 月木造2 階建

の洋風白霊の殿堂が竣工した。同年11月天皇陛下をお

迎え した際， 本館で教官並びに学生の教育業績展示場

として使用，翌昭和11年11月山業博物館と銘を打ち，

自然科学特に農林水産学及び、その応用に関する資料を

展示し，学生の教材とするほか， 館の一部を広く 一般

に公開 してきた。

昭和20年 4 月 K農事相談部を併置して，本館が地域社

会とも窓口となり ， 好評のうちK実綴を積み重ねた。

戦後相次いで‘襲った台風lζよ って，建物の使用が不

可能となり休館。そのため翌6 月木造平屋建を再建し

た。

永年懸案てあった博物館相当施設の指定が昭和54年

12月に実現. 宮崎大学の統合移転の一環と して， 昭和

61年 2 月新キャ ンパスに農業博物館が建設され，周年

展示 室

〒889-21 宮崎県宮崎市学園木花台西 1 丁目 l 番地

電 話 ω85-58- 2811 内線3080

館長 北 尾忠 利

-7-

本 館正 面

11月 に開館の運びとなった。

2. 展示慨要

展示内容は第 1 展示室( 1 階) に大型標本を主体と

し，材鍛標本(樹木 ・竹) 骨格標本 (イ ヌ ・ キ リ ンな

ど)大型機械標本(電子顕微鏡 ・ 農機具など)地庖標

本などで常設展示物となっている。さらに樹木の種子 ・

宮崎に産する動物 ・ 動物の奇形標本 ・胎児標本 ・竹 lζ

寄生 して斑紋ができる斑竹・ 雲紋竹・ 虎斑竹などがあ

り， 他の地域では見られない ものがある。

第 2 展示室 (2 階)は特集コ ーナーとして骨の仕組

み ・ プラン ト オノマーノレなを-を展示 し， 随時展示物の入
れ替えを行っている。

特別展示室( 2 1槍)は学科 ・ 講座 ・ 教官の研究の紹

介，新しい話題の研究紹介などを行っ ている。現在，

植物バイ オの仕組み， 香り米育成， 牛の肉質診断， 犬

のフィラ リ ア症，食肉の抗生物質， 養殖魚. 暖地牧草，

土援の仕組みなとが展示 しである。それらの展示物は

随時入れ替えを行っている。

3. 普及啓発

展示物は学生の実験 ・ 実習の教材とな り， 一般外来

者の研修の場ともなってい る。

視聴覚室は教職員のVTR編集などK活用され，さら

に講義 ・ 一般の講演 ・ 研修の会場に使用 してい る。

館報 3 号まで発行 し， 展示物の解説 ・ 学科及び講座

の紹介， 教官の研究 ・ 講義内容の紹介 ・附属施設の紹

介・農業博物館規程などが盛り込んである。また，農

業博物館ニュースを発行し，特集 ・ 特別展示コーナー

の解説を行っている。
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昆て、ふれて、動かして知る科学の広場
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北九州市立父 1語科字面

白亜のH- 1Iロケットモデノレのシンボノレタワーを従え

た北九州市立交通科学館は，我が国で初めての都市モノ

レールの開業を記念 して，昭和60年 7 月 6 日オープンし

まし Tこ。

開館時間 AM 9 : 00-PM 5 : 00 

休館日 月曜日(祝日と重なった と きは開館)

入館料 大人300円 小人 150円

団体25名以上(大人270円小人120 円)

1. 施設の概要

構 造鉄骨造 2 階建 敷地面積 2904nf 

建物床面積 1981 nf 展示室面積 1398nf 

2. 展示概要

数々の実験装置と実物モデノレで交通に関する科学の原

理と応用をわかりやすく解説し楽しみながら学べる科学

館としています。

(1) 1 階展示コーナー

・イメージホール 光と音のタ イムトンネノレを通って

未来の世界へ。コンビュータを駆使したイメージビジョ

グか未来の宇宙，海底都市の交通システムを紹介。

・ スペースステーション NASA (アメ リ カ航空宇

宙局)が計画している有人宇宙ステーションを. NAS 

Aの指導のもとに25分の l の大きさの模型につくったも

のです。宇宙ステーションが建設されるようすをコンビュ

ータグラフィックやスペースシャ ト ノレの映像で紹介。

・北九州市の交通パノラマ 北九州市の5000分の l の

模型で. 1 日 の交通の動きを紹介。モノレールや新幹線

- 8 一

〒 802 北九州市小倉南区志井公園 1 番 l 号

電話

正面入口

などのNゲージ模型列車が走っています。

・ モ ノ レール 都市モノレーノレの実物模型を展示して

います。実際lζ来館者が運転席lζ座ってハン ド、ノレを操作

すると，台車のタ イヤが動いたり停止 したりします。

乙のほか I 階には世界最大級のタイヤをはじめ，いろ

いろな車輸が展示されています。

・ エレベータ ー 「スペースシャトルJ

エレベーターの中では，星座や惑星を見ながら宇宙空

間旅行が体験できます。 乙の愛称、は子供たちがつけま し

Tこ 。

(2)2 階展示コーナー

・スクリーンホール 9 台のスライドプロジェクター

を使い，陸 ・ 海 ・ 空の交通機関の数々 を大迫力の音と映

像で，スクリーンい っぱし 、 に展開します。 その他 2 階で

は，船や自動車，蒸気機関車，飛行機などの乗り物のし

くみや動きを，自分で動かしてみてわかる展示コーナー

です。とくにボーイング 727 のコックピットは，実際lζ

整備士の訓練に使われたもので， 日曜日には. 4 才から

中学生までの子供達が体験操縦できます。

3. 今後の課題

単に展示物を見せ，楽しませるのみでなく調べる ， 相

談する，語らう，憩う，食事をする，遊ぶなと ， さまざ

まな人々がさまざまな形で利用できるような機能の充実

をはかつていかなくてはなりません。

その機能は別館建設や公園の整備を進めていく中で実

現して行きたいと思っています。
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